
 

  

 

本日はガバナー補佐事前訪問例会です。宮坂伸諏訪グループガバナー補佐様、 

並びに佐藤幹事様、宜しくお願いします。 

 さて、先週の台風 18号による集中豪雨により、鬼怒川の堤防が決壊し、多くの犠

牲者が出てしまう自然災害が発生してしまいました。防災関連の職業に携わってい

る私といたしましては、大変残念な気持ちで一杯です。 

 住民に対する行政の避難勧告等の指示の曖昧さが、マスコミでは大きく指摘され

ていますが、気象庁から特別警戒警報が発令され「直ちに命を守る行動を取って下

さい」との警告が何回もメデアをとうして発表されたとのですが、残念ながら直ち

に避難を必要とされる方が「命を守る行動」をとられなかったことも少なからず大

きな災害となってしまったのではと私は考えます。 

 避難勧告が発令されても多くの方は安易に取られていて、なかなか避難行動をと

りません。又、日頃の地域の災害訓練にも参加されない方が多数いらっしゃると思

います。今回の災害を教訓として、地域の災害訓練に是非とも参加して頂きたいか

と思います。 

今、地球は怒っています。自然災害には人間は勝てませんので、是非とも「命を

守る行動」を自ら取ることを会員の皆さまにお願いします。 

 

 

 

 クラブ内規「1.役員および理事指名委員会」に基づき理事・役員指名委員会委

員を委嘱します。  ・委員長＝宮澤由己 ・委員＝小野 仁、宮坂 伸、 

中畑隆一、小口泰史、牛山幸一、山崎典夫、中嶋孝一 

 

 

会 長 挨 拶 

会 長 報 告 

点 鐘：小口泰史        司 会：林 靖高 
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 例会終了後にクラブ協議会を開催いたします。役員・理事、各委員長はご出席

をお願いします。 

 

 

 

役員および理事指名委員会  2016-2017 年度役員・理事の立候補及び推薦を 9 月

25 日 16 時まで受け付けます。立候補または推薦される方は委員会まで申し出てく

ださい。 

社会奉仕委員会  10/18(日)に諏訪湖周一斉清掃が行われます。当日は地区大会が

開催されますが間に合いますので、ご協力の程、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度諏訪グループガバナー補佐を仰せつかりました宮坂 伸と申します。もう

足がガタガタ、のどがカラカラ、早くここから逃げ出したい心境です。でもお役目

です。どうぞお手柔らかによろしくお願いいたします。 

また、佐藤有司幹事、林 裕彦副幹事、笠原新太郎副幹事をいただき、順調に進

んでおります事をご報告いたします。 

さて、簡単に自己紹介させていただきます。岡谷ＲＣに入会させていただいてま

だ 25年 3か月です。職業分類は歯科医です。もともと岡谷市の小井川という地籍の

出身でありまして、3 人の子供はそれぞれ家庭をもちまして今は妻と 2 人きりの楽

しい生活です。歳は 66歳で 9 人のガバナー補佐の中では若い方から 2 番目です。こ

う考えるといかにも岡谷には人材がいないのではないかと推測されそうですが、そ

んなことはありません。たまたま候補の方が、都合がつかなかっただけの事であり

ますので、そのあたりもどうぞご理解よろしく。 

グループ内のクラブを訪問させていただきましたが、やはり自分のクラブが良い

と思いました。和やかな良いクラブに所属させていただいたと思います。 

 

本日私の役目は、2 週間後にお見えになるガバナーのお人柄を紹介しておくこと

だろうと思っております。以下プロジェクターにてお話しさせていただきます。 

幹 事 報 告 

委員会報告 

諏訪グループガバナー補佐 

宮坂 伸 様 

ガバナー補佐挨拶 

 



 

 
 

自分の事で恐縮ですが「私のロータリーモーメント」について少しお時間をいた

だきたいと思います。 

私がＪＣを卒業した翌年に同業のロータリアンからご推薦を頂きお仲間に入れてい

ただきました。それも「来週火曜日にとにかくホテル岡谷に来い」という強引なも

のでした。それがすでに入会式でして、にわか仕立てのせいか、妻の名前や子供の

人数も間違っているという荒っぽいものでした。そうしているうちに突然ハガキが

来て「岡谷クラブに残るか新しいエコークラブに移籍するか」です。なんの事かも

わからないまま気が付いたら 25 年でした。丁度、岡谷の 30 周年記念事業としてエ

コークラブの分蜂を行った時でした。 

入会させていただいたときは皆さん私の父親くらいのご年配の方とお見受けして、

またあの有名な会社の社長様だとご紹介いただき大変緊張したものでした。 

若く元気だった事と、そういう先輩に挨拶をしていたせいか入会 1 年もしないのに

大先輩の林 祐蔵実行委員長から「今度の 30周年はお前が司会・進行をやれ」とご

下命を頂いたのです。これには驚きましたが先輩の暖かい激励に感激いたしました。

そしたら別の先輩から当日の朝「大きな声で発声練習して来るように」と電話でま

たまた激励を頂いたのです。もったいないほどの経験でした。 

 

 



 
また、入会間もないころはロータリーのご飯では物足りなくていたところ同年代

の先輩メンバーたちが近くのラーメン屋に誘っていただいたりもして下さいました。

緊張が解けて、親しく声掛けしていただいた事がこんなに嬉しいものかと今でも鮮

明に覚えています。 

生意気なことばかり話してしまいましたがこんなことも思い出です。 

入会間もなく親睦委員長になりました。例年年末の家族クリスマス会に何をするか

ということになりました。私はそのクリスマス会に参加したことがありませんでし

た。聞くところによると照明を暗くしてローソクを灯し、次々に火を伝達していく

清らかなものであったそうです。どうも苦手な私は、幕が開くといきなりドーンと

「スタジオビーチハウス」の水着姿の女性がエアロビを踊るという物に変えたもの

ですから家族からものすごいヒンシュクとブーイングを頂戴したこともありました。

それ以来「家族忘年会」と名称も変わりました。また親睦委員会だけが大きく赤字

を出してしまったこともありました。 

常に伝統や人様の意見に耳を傾けることを多く教わった気がします。暖かく見守っ

ていただいたメンバーに感謝する次第です。 

ガバナー補佐として慎重に進めてまいりますのでご安心下さい。 

 

皆様のご健勝と企業のご繁栄、そして当クラブのご発展を祈

念いたしましてご挨拶とさせていただきます。ありがとういご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

9 月 8 日 

牛山幸一・大橋正明・小口 隆・小口泰史・小口裕司・小山 智・高木昭好・竹村

一幸・中嶋孝一・中村文明・濵 毅・濵 俊弘・林 尚孝・林 裕彦・林 靖高・

宮坂晃介・平沢清文・宮坂 伸・宮澤由己・矢島 實・山岸邦太郎・山崎典夫  観

光荘様、今夜はお世話になります。よろしくお願いします。 

ニコニコボックス 

ガバナー補佐事務局幹事  
佐藤有司様 

 



 
9 月 15 日 

宮坂 伸ガバナー補佐様・佐藤有司補佐事務局幹事様  本日はガバナー補佐事前

訪問で、お世話になります。よろしくお願いします。 

牛山幸一・梅垣和彦・太田博久・大橋正明・小口泰史・尾関秀雄・笠原新太郎・北

澤洋之介・小山 智・佐伯克己・薩摩 建・瀬戸雅三・高木昭好・武井利夫・竹村

一幸・中嶋孝一・中畑隆一・中村文明・濵 毅・林広一郎・林 尚孝・林 裕彦・

林 靖高・宮坂晃介・宮澤由己・守屋麻里・矢島 實・山岸邦太郎・山崎典夫  宮

坂 伸ガバナー補佐様、佐藤有司ガバナー補佐幹事様、事前訪問ご苦労様です。 

笠原新太郎・薩摩 建  第 3回「すわこ よさこい」お蔭様で大成功でした。ご協

賛頂いた皆様も、そうでない皆様も、大変ありがとうございました。 

山崎典夫  山岸会員の自宅でのすき焼きシーンがテレビ信州の「ゆうがた Get」

で放映されます。ご期待ください。 

山岸邦太郎  本日、テレビ信州の「ゆうがた Get」に山城屋さんの山崎さんと、

恥ずかしながら私も含めて家族が出ます。 

 

 

 

9/ 8 会員数４０名、出席者２５名、出席率６５.７９％、前々回訂正８１.５８％ 

9/15 会員数４０名、出席者３２名、出席率８４.２１％、前々回訂正９４.７４％ 

 

 

 

出 席 報 告 

2015～2016 年度 RI テーマ 

世界へのプレゼントになろう 

Be a gift to the world 

 


